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曹魂太極殿の所在について
はじめに
佐 川 英 治
2010年にわが国の平城宮は遷都1300年を迎える｡奈良ではこれを記念して遷都1300
たいごくでん
年祭が準備されており､そのモニュメントとして第一次太極殿正殿の復原が進められ
ている｡太極殿は古代における宮城の正殿であるが､それをもって太極殿と名付ける
ことが唐の長安の模倣であることは知られていても､その端緒が三国魂の明帝が洛陽
たいきよくでん
に築いた太極殿にあることを知る人は少ないであろう｡
中国では明帝がこの名称を用いて以来､魂晋南北朝から隔唐にいたるまで宮城の正
殿はほぼ一貫してこの名称をもって呼ばれた｡このことは単に名称の問題に止まるも
のではなく､宮城 ･都城の設計プラン､ひいては政治構造のあり方にも深くかかわる
問題とされている｡それだけに､歴史上最初に築かれた明帝の太極殿がどのようなも
のであったかは非常に興味深い問題である｡
ただし､曹魂の洛陽はその後､西晋や北魂の時代にも改造が加えられており､今日
では､北魂の太極殿についてはその位置が確定されているものの､いまだ本格的な発
掘はおこなわれておらず､さらに遡って曹魂の明帝が築いた太極殿がどこにあったか
とい う問題になると､文献に大きく矛盾する記載があり､その位置すら末だ明確にな
っていない｡しかも､この十年ほどの間に､定説は大きく変わりつつある｡
そこで本稿では､曹魂の明帝が築いた太極殿の所在をめぐって､今日の研究状況を
紹介するとともに､そこにある若干の問題点を指摘し､今後の課虚を示すことにした
い｡
- 太極殿の漢南宮所在説について
まずはじめに漢魂洛陽城の宮城の配置について簡単に述べておこう (図 Ⅰ参照)0
漢魂洛陽城の城塔は洛水に流されてしまった南増を除けば､多くの箇所で地上に遺構
を留めており､その規模は文献に記載するところの東西六里 (約2488m)､南北九里 (約
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3732m)の規模にほぼ合致している｡ 以下これを大域と呼ぶ｡その中で遺構によって
宮殿区が明らかになっているのは､牝鶏の宮殿区であり､大域のやや西に偏った場所
にあり､南北に約1398m､東西に約660mの南北に長い長方形をしており､天城の約10
分の1の面積を占めている(1)0
これに対して､後漢の宮殿は､文献から復原するところでは､北宮と南宮に分かれ､
南宮は太城の平城門､北宮は太城の小苑門 (後の宣陽門)に正対するかたちで東西に
位置をずらして置かれ､両者の間には一里の距離があり､復道で結ばれていたとされ
る (図Ⅱ参照)｡この漠の北宮の場所に北魂の宮殿区は築かれ､その中に太極殿が築
かれ､太極殿の正門である問関門からは銅舵街が真っ直ぐ南に伸びて宣陽門に達して
いた｡ 一方､北魂の時代に漢の南宮の場所に何らかの宮殿施設が置かれた形跡はない｡
そこで改めて曹魂の太極殿であるが､かつては曹魂の太極殿は漠の南宮にあったと
するのが通説であった｡それは 『三国志』巻二 ･文帝紀 ･黄初元 (220)年条の ｢十
二月､初督洛陽宮､戊牛車洛陽｡｣に対する南朝采の裳松之の注に､サ次のように記さ
れているからである｡
臣､松之が案ずるに､諸々の文献によれば､時に文帝は北宮に居り､建始殿で
群臣と朝会し､その門は承明門といった｡陳思王権の詩に ｢帝を承明の鹿に謁す｣
と言 うのはこれである (2)｡明帝の時に至って､初めて漢の南宮の崇徳殿の所に
太極殿 ･昭陽殿等の諸殿を建設したのである｡
臣松之案､諸書記是時帝居北宮､以建始殿朝肇臣､門日承明､陳思王権詩日 ｢謁
帝承明度｣是也｡至明帝時､始於漢南宮崇徳殿廃起太極 ･昭陽諸殿｡
裳松之は具体的な典拠を記していないけれども､請書を勘案した結果として､次の
ように結論づけている｡すなわち､魂の文帝が洛陽宮を造営した際､文帝は漠の北宮
に建始殿と承明門を築き､明帝は漢の南宮の崇徳殿の場所に太極殿と昭陽殿を築いた
とO また同様の記述は､北魂の鄭道元の 『水経注』洛水条にもある0
魂の明帝は洛陽の南宮を天の太極に象り､太極殿を漠の崇徳殿の政所に築き､
雄門を改め問関門とした｡
魂明帝上法太極干洛陽南宮､起太極殿干漠崇徳殿之改廃､改雄門島問関門｡
さらに､太極殿が南宮にあったことを示す史料としては､『後漢書』列伝第五十下
･寮監伝に ｢時に妖異がしばしば現れ､人々は驚き恐れた｡その年の七月､帝は詔し
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て察畠と光線大夫楊賜 ･諌議大夫馬日揮 ･議郎張華･太史令単願を召して金商門に至
らせ､崇徳殿に引きいれた｡(時妖異数見､人相驚擾｡其年七月､詔召邑輿光線大夫楊
賜 ･諌議大夫馬日藤 ･議郎張華･太史令単願詣金商門､引入崇徳殿｡)｣とある記事に対
する唐の李賢の注に､
『洛陽記』に ｢南宮に崇徳殿 ･太極殿があり､西に金商門がある｣とある｡
洛陽記日 ｢南官有崇徳殿 ･太極殿､西有金商門｣也｡
とある｡ここに崇徳殿と太極殿を並記するのは正確とはいえないが､これらの記事は
いずれも曹魂の太極殿が漠の南宮にあったことを明白に伝えているのである｡
ところが､それにもかかわらず､近年これを疑う研究者が現れている｡ 例えば､中
国の郭湖生民は､一九九一年の論文で､｢もし西晋が完全に漢魂の南北宮を継承して
いたとすれば｣という仮定の下で､以下のような疑問を提起している (3)0
①西晋の懐帝の永嘉五 (311)年に､劉曜 ･王漸 ･呼延鼻が洛陽を攻めている｡こ
のとき呼延鼻は平昌門を攻めこれを焼き払っているが､南宮に入ったとは言って
いない｡平昌門は漢の平城門であるが､平城門は南宮と接し､他の城門とは別に
独り宮門の扱いを受けていたように､平城門と南宮の門は密接していたはずであ
る｡にもかかわらず､呼延鼻が平昌門を陥れておきながら南宮に入ったとする記
述がないのはなぜか｡一方､間もなく､王鮪と呼延妾は再び洛陽を攻め､今度は
宣陽門を破 り､｢南宮に入り､太極前殿に升る (入干南宮､升太極前殿)｣(『晋書』
巻一百二劉聴載記)とある｡ すなわち､晋の南宮は宣陽門から入っていった場所
にある｡ このことからすれば､晋の南宮と漢の南宮が同じかどうか疑わしい｡
②晋の武帝は太康八 (287)年に太廟を改営し十年に完成した｡『末書』巻十六 ･
礼志三にはこのことを ｢太康十年に至って､改めて宣陽門内に改築し､壮麗を極
めた｡(至十年､乃更改築於宣陽門内､窮極壮麗｡)｣と記している｡太廟は当陽の
位､すなわち宮門の南方にあるべきである｡かつ ｢左祖右社｣は礼に明文がある
規定であり､もし史書がいうように太廟が宣陽門内にあるとすれば､南宮の前の
正門が平城門である事実と符合せず､かつ太廟が左方すなわち宮殿の東方になく
てはならない原則とも符合しない｡この点も晋の南宮と漠の南宮を同一視しえな
い理由の一つである｡
③趨王倫が貫后を廃したクーデターは太極殿庭で実行され､かつ間に入って后室
に到った際､華林令の賂休が内応 している (4)｡もし太極殿が漠の南宮にあると
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すれば､華林園とは遠く､どうして華林令の藤林がクーデターに内応することが
可能だろうか｡華林園は宮城の北にあり､北宮と接しているからこそ賂休は内応
できたのである｡このことからすれば､華林園と南北宮は南北に連なって一体の
ものとなっていたと考えなければならない｡
④ 『晋書』巻五十三 ･懸懐太子伝附子戚伝に ｢五月､蓬王倫と太孫はともに東宮
-行き､太孫は西液門より出たが､車服を供する侍従はみな懸懐太子の旧臣であ
った｡銅駐街に至り､宮入は果し､侍従はみな声を殺して泣き､路傍の人は涙を
ぬぐった｡･-･(五月､倫輿太孫倶之東宮､太孫自西液門出､牽服侍従皆懸懐之奮
也｡到銅舵街､宮入巽､侍従者皆畷咽､路人授漠蔦｡---)｣とある｡銅舵街は宮
門端門前の御道であり､端門の北は太極殿である｡西から東-向かうので宮殿の
前を過ぎることになる｡もし晋の太極南宮が漠の南宮の遺虻にあるとすれば､東
宮に移動するのに銅舵街を経るということはありえない｡
都民は以上のような疑問を提起したうえで､一つの仮説を提示する｡ すなわち､晋
の南宮は漠の南宮にはなく､北魂の宮城と同じ位置に南北に連なっていたはずである｡
かつ銅駐街が曹魂に始まることを考えれば､曹魂の宮城もすでにそうなのであって､
晋はそれをそのまま継承したに違いないOとすれば､明帝の太極殿が漢の南宮にあっ
たとするのは疑わしいと｡ このように郭氏は､漢の南宮と晋の南宮とは別物であり､
その位置は現在明らかになっている北魂の宮城に南北宮連なるかたちで築かれてお
り､その設計は曹魂に始まっていた可能性が高いと推論するのである0
実はこうした議論は､独り郭氏のものではない｡賀業錐氏も一九九六年の大著 『中
国古代城市規画史』の中で､この間題を取りあげており､次のように述べている(5)0
もともと魂の文帝は洛陽に遷都すると､まず大夏門内に北宮を営んだ｡これを
継いで明帝は鄭城の三台に倣って金境域を築造した｡こうした配置は明らかに鄭
城の ｢市南宮北｣の設計プランに倣ったものである｡この後明帝は大々的に宮室
を造営し､南宮に太極殿等を建てた｡しかし､ここにいう南宮は恐らぐ漢のそれ
とは異なるもので､文帝の造営した北宮を南に広げたものであろう｡雨宮は連な
っており､漢の時にあったような一里の距離はなくなったはずである｡この改造
は､実際上は二宮を一宮に集中し､それを南北両部分に分けただけのことである｡
こうした改革を経て､漢の南北宮の弊害が克服されただけでなく､宮城の前に広
大な空き地ができ､城の中軸線一銅舵街に沿って､官署や廟社などの施設を配置
できるようになったのである｡
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もう一人､実際に漢魂洛陽城の発掘にたずさわっている中国社会科学院漢魂洛陽工
作隊の銭国祥氏による二〇〇二年の論文の議論を紹介しておこう(6)｡銭氏も賀氏と
同様､魂晋の南宮は､漢の南宮ではなく､北宮に新たに築かれた宮殿の北側の後宮と
南側の正殿を指すものであるとする｡そして『河南志』魂城閑古速に引用する陸機 『洛
陽記』に ｢承明門は後宮の出入の門であるが､私はいつも曹植の詩に 『帝を承明の鹿
に謁す』とあるのを怪しんでいたので､張公に問うたところ､公が言うには､魂の明
帝が建始殿を築いた際､朝会はみな承明門でおこなわれたということであった｡(承
明門､後宮出入之門｡吾常怪曹子建詩､謁帝承明産｡問張公､公云､魂明帝作建始殿､
朝会皆由承明門｡)｣とあることから(7)､承明門は西晋の時の後宮の門であり､建始殿
が築かれた北宮とは後宮を指すに違いないとしている｡このことから 『水経注』にい
う漢の崇徳殿と維門とは漠の北宮の崇徳殿 (もしくは徳陽殿の誤り)･とその南門なの
であって漢の南宮ではないとし､裳松之が南宮の崇徳殿に太極殿を築いたとするのは､
史料の引用に何らかの間違いが生じたものとするのである｡
銭氏が崇徳殿を徳陽殿の誤りとする根拠は後に改めて取りあげるが､以上のごとく
近年の主な議論はいずれも漢北宮所在説が支持されており､裳松之の説は否定される
ようになっている｡近年出版された李久昌氏の著書でもほぼ上記と同様に漢北宮所在
説が支持されていることはいうまでもない (8)｡なお､漢の崇徳殿を南宮の宮殿とす
る上記の史料の他に､北宮にあったことを示唆する史料も存在する(9)｡そこで銭氏
は南宮に崇徳殿が存在したかどうかについても疑義を提出している(10)0
以上のように､太極殿は漢の南宮に建てられたとする裳松之の記述には様々な疑問
が寄せられ､今日ではむしろそれに従わない説が有力であり､襲松之の説は何らかの
誤記や誤解に基づくものである可能性が指摘されるようになっている｡まずはこの点
を確認したうえで､太極殿の所在をめぐる次の議論-と進んでいくことにしよう｡
二 太極殿の所在をめぐる考古学的アプローチ
以上のごとく､裳松之や鄭道元の明白な記述にもかかわらず､今日では太極殿の漢
南宮所在説が否定され､漢北宮所在説が支持されるようになっている｡実はこれを強
く後押ししているのが近年の考古学的な調査 ･研究の成果なのである0
1962年の夏に中国科学院考古研究所洛陽工作隊によって漢魂洛陽城内に対して大規
模な調査がおこなわれ､城塔や宮城遠地､主要な街路などについて調査と実測がおこ
なわれた (l)｡ その結果明らかとなったのが､漢魂洛陽城の北側に位置する縦長の宮
-23-
六朝 ･唐代の知識人と洛陽文化
城区と建築群の基壇の配置である (図Ⅲ参照)｡ ただし､これらは発掘によるもので
はなく､ポーリング調査によるものである｡
報告書によれば､宮城を取り囲む宮塔は地上には遺構を残さないが､地下の保存状
態はよく､宮城の規模を正確に知ることができる｡ 宮城の面積は南北に約1398m､東
西に約660mの広さがあり､太城の約10分の1の面積を占める｡宮増の西噂の全長は139
8mあるが､宮増の西南角から約750m北上したところに､約25mの幅をもつ門口(l普門)
があって宮城を二分する横街が走っている｡この横街は太城のⅣ号城門 (北魂の問関
門)とⅧ号城門 (牝鶏の建春門)を貫く横街でもある｡このようにして南北に縦長の
宮城は大域全体を貫く横街によって北側と南側に二分されていた｡またこの宮城の北
側に位置する最も大きな版築の台基には､南北方向に幅約6m､長さ約140mの一本の道
が作られていた｡この道は宮城の南に位置する最も高さのある台基､そしてその南に
位置する宮城南増の宮門遺虻と南北に一直線に連なっており､これが宮城の中軸線を
形成していたとされる｡
宮城内には版築の台基が二､三十カ所発見されており､なかでも宮城南側には地上
に約4m､地下に6m以上､東西長さ約100m､南北幅約60mの大型台基があり､古くから
｢金堂殿｣と呼ばれている遺構がある｡金堂殿の南側には ｢日｣の字のかたちをした
版築の基地があり､北は金堂殿､南は宮城門と向かいあっており､これらの建築群は
宮城の殿堂の基礎と推定された｡このように宮城は南北に長く､横街に貫かれて南北
に分かれ､その南側に殿堂が築かれていたことがわかったのである｡前節で取りあげ
た諸氏が論じる魂晋以降の南北宮のイメージが､この考古調査を下敷きにしたもあで
あることはいうまでもない｡
もっとも､上記の調査では北魂の宮城の配置が判明したものの､それが魂晋の建築
を継承したものか､新たに牝鶏が築いたものかはわからなかった｡これに対して､20
01年11月～2002年6月にかけて銭国祥氏の指揮の下､中国社会科学院洛陽漢親政城隊
によっておこなわれた宮城南門の発掘調査は､曹魂太極殿の所在を論じるうえで新た
な根拠を提供した (12)0
この発掘によって明らかとなった南門の規模は､南北110m､東西120mあり､東西に
並んだ三つの門道と二つの閑をもち､それぞれの閑は宮城の南塔に接続していた (図
Ⅳ参照)Oまたその地層堆積からこの門は北魂時代に建設され､北周時代に若干の修
築を経たものであることが明らかになった｡門の南に伸びる大道はかつての宣陽門に
通じる御道であったと考えられ､また門の北にはすでに述べたように大型の建築基壇
が南北に並んでいることから､この門は北魂の宮城の正門である問関門と比定された｡
この発掘によって､1962年の発癌によって明らかとなった宮城区が､明確に北魂の宮
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城区と立証されたことの意義は大きい｡
加えて､この発掘のもう一つの重要な成果は､この北魂の遺構の下に､さらに魂晋
期の建築遺構が発見されたことである (図Ⅴ参照)｡報告書によれば､北魂問関門の
門､開､院培､宮塔等の基礎部分はすべて魂晋期に築かれていたことが明らかであり､
さらに宮塔の下には東周以来の古い文化層が存在し､漠代を下らない版築の遺構も確
認された｡このことから銭氏は､北魂の問間門は魂晋の聞関門を修築して築かれたも
のであるとしてY､る｡さらに銭氏によれば､80年代におこなわれた試掘によって､金
堂殿と呼ばれる大型の台基も魂晋期にその前身があることが明らかになっていた(13)｡
これらのことから銭氏は､問関門のみならず太極殿も魂晋期の太極殿を継承したもの
と断定している (14)0
ここで改めて北魂における太極殿､問関門､宣陽門の位置関係を確認しておくと､
北魂の楊街之の 『洛陽伽藍記』巻-城内 ･永寧寺条に ｢永寧寺は､照平元 (516)午
に霊太后胡氏が立てたものである｡ 宮城前の閣間門の南一里の御道の西にある｡ (永
寧寺､照平元年塞太后胡氏所立也｡在宮前閣間門南一里御道西｡)｣とあり､またその自
注に ｢その寺の東には太尉府があり､西は永康里に対し､南は昭玄菅に接し､北隣は
御史茎である｡闘間門の前の御道の東には左衛府がある｡府の南には司徒府があり､
-- (其寺東有太尉府､西封永康里､南界昭玄菅､北隣御史茎｡閣閣門前御道東有左衛
府｡府南有司徒府､---)｣とあり､宮殿前の正門が問関門であり､問間門から南に伸
びる御道の両脇に太尉府や司徒府などの官署が置かれていたことがわかる｡
また 『水経注』洛水条には ｢穀水はまた東に向かい､宣陽門の南を経る｡故の小苑
門である｡洛陽に遷洛してから､移してここに置き､問間門と対置させ､南は真っ直
ぐ洛水の浮橋に至るようにした｡(穀水又東､逗宣陽門南､故小苑門也｡皇都遷洛､移
置干此､封閣関門､南直洛水浮桁｡)｣とあり､闇関門と宣陽門は正対していたことが
わかり､さらに同じく洛水条に城内の渠水を述べて ｢渠水はまた枝分れし､路を爽ん
で南に流れ､太尉 ･司徒q)両坊の間を経る｡これを銅舵街という｡旧くは魂の明帝が
銅舵の諸獣を開聞南街に置いたのである｡(渠水又枝分､爽路南出､逗太尉 ･司徒爾坊
間､謂之銅舵街｡奮魂明帝置銅舵諸獣手間闇南街｡)｣とあり､開聞門と宣陽門が御道で
結ばれ､かつての銅舵街であったことがわかる｡
宣陽門は 『洛陽伽藍記』序に ｢南面には四門あり､東の最初の第-門を開陽門とい
い､その西を平昌門といい､その西を宣陽門といい､その西を津陽門という｡(南面
有四門､東頭第-門日開陽門､次西日平呂門､次西日宣陽門､次西日津陽門｡)｣ノとある
ように､大城の南増に築かれた四門の内､西から二番目の門であり､今日では漢魂洛
陽城の南培部分はすべて洛水に流されているため遺構が存在しないが､1962年に発掘
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された宮城南門から真っ直ぐ南に伸びる道路遺構は､まさに西から二本目の大街であ
り､すなわち宣陽門に到達する銅舵街であると考えられる｡
これらのことから､まず第一に､発掘された宮城南門を北魂の問関門と比定するこ
とは正しいと考えられる｡そしてこの間関門の北にある大型台基も太極殿と見ること
に問題なかろう｡そこで問題は､これら北魂の太極殿 ･開聞門遺比の下にある魂晋期
の版築遺構をそれぞれ曹魂明帝の太極殿 ･聞間門遺虻に比定するかどうかであるが､
今日の研究者はほぼこれを疑わないといってよい｡実はそれにはもうー っ､曹魂明帝
の太極殿が漠の北宮にあるとすることの重要な根拠が存在するからである｡そこで次
にはこの根拠について検討することにしよう｡
_l.･一■
_A 『文館詞林』｢魂曹植穀郵城故殿令一首｣ の理解をめぐって
今 日､曹魂明帝の太極殿が漢の北宮にあったことの有力な証拠とされているのが､
『文館詞林』巻六百九十五所収の ｢魂曹植穀郵城故殿令一首｣である｡これは曹植が
郵城に封じられた際､老朽化した漢の武帝ゆかりのものとされる故殿を壊して官舎を
整えようとしたところ､たまたま重い病を得た｡このとき盛医が武帝の崇りと診断し
たことに対して､その迷信なることを宣言し､改めて故殿を壊すよう命じた令である｡
以下には羅国威氏の句読を参考にしながら､全文の訳出を試みることにしたい (15)｡
令す｡郵城に故殿あり名を漢武帝殿とい う ｡ 昔､武帝が遊行を好み､行幸した
はり たるき むね のき
場所という｡梁や 柄 は傾き､棟と字は崩れかけ､これを改修しても良き邸宅と
はならず､放置すれば倒壊することになる｡そこで完全に取り壊して官舎を備え
ようとした｡ところが余はその時になって病に確り､あっという間に病魔に冒さ
れ､ついに数 日の間意識不明となった｡後に病が癒えて医盛が勝手なことを言う
には､漢の武帝の魂がこの病を生じさせたのだと｡ これこそ小人の無知であり､
人を惑わすものである｡ 昔､湯王の段が興ると夏の王館は跡形もなくなった｡武
うて な たるき
王の周が興ると段の台 は遺跡すら残らなかった｡周が亡ぶと伊洛には一片の橡
もなく､秦が滅ぶと阿房宮には一尺の椙も残らなかった｡前漢の道が衰えると建
章宮は撤去され､後漢の霊帝が崩ずると南北二宮は焼かれた｡高祖劉邦の魂も未
央宮を守ることはできず､後漢明帝の霊も徳陽殿を救うことはできなかった｡天
子は生きているときは必ず名邦に住んで天下を治めるが､死んでなお意識があれ
ば都を離れてもとの場所に霊魂を留めるはずである｡すなわち甘泉の通天の台､
雲陽の九層の閣こそ霊魂を育むに足るのであり､どうして下級の県に恋々として
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朽ちた故殿に霊を住まわせることがあろうか｡生者の感覚で死者を論じてさえあ
り得ないのに､ましてや死者のことをどうして知ろうかOかつ聖帝明王も豪華な
宮閑や寮沢な苑圏で､その時に重い負担となるものであれば､これを省いて人々
に恵みを垂れることがある｡(しかし､いまはそのような時ではないし､)まして
や漢氏の天命は尽き､大塊は盛んに興り､一入の人 ･わずかな土地といえども二
度と漠の所有に戻ることはない｡故にいまや威陽は魂の西都となり､伊洛は魂の
東京となり､朱雀門は更地になって ｢開聞｣が建てられ､徳陽殿は壊されて ｢泰
極｣ が築かれたのである｡況や下級の県の朽ちた故殿で狐や狸の穴蔵になってい
るものなど､何の価値があろう｡今まさに故殿を撤去し殿舎を修築せよ｡ただ無
知の人が勝手に疑念を生ずるであろうから､この令をつくり､戸惑いや疑いを解
くことにする｡
令､郵城有故殿名漢武帝殿､昔武帝好遊行､或所拳慮也｡梁栴傾頓､棟字零落､
修之不成良宅､置之終於穀壊､故頗撤取､以備官舎｡余時獲疾､望風乗虚､卒得慌
惚数日､後疹而瞥盛妄説､以島武帝魂神生姦疾疾､此小人之無知､愚惑之甚者也｡
昔湯之隆也､則夏館無線跡｡武之興也､則殿姦無遺基｡周之亡也､則伊洛無隻橡｡
秦之滅也､則阿房無尺椙｡漢道義則建章撤､塞帝崩則雨宮播｡高祖之魂不能全未央､
孝明之神不能救徳陽｡天子之存也､必居名邦敵士､則死有知､亦嘗遵造於華都､留
神於啓室｡則甘泉通天之蔓､雲陽九層之関､足以緩神育塞､夫何懸於下願､而居塞
於朽宅我｡以生論死則不然也､況於死者之無知乎｡且聖帝明王顧宮閑之泰､苑固之
移､有妨於時者､或省以番人､況漠氏絶業､大塊能勢､隻入尺士､非復漠有O是以
威陽則魂之西都､伊洛鳥貌之東京.故夷朱雀而樹問関､平穏陽而建泰極､況下鯖腐
殿盛狐狸之短慮者乎｡今格撤壊以修殿舎､恐無知之人､坐自生疑､放鳥此令､亦足
以反感而解迷蔦｡
さて､ここで注目されるのが ｢朱雀を夷らげ開園を樹て､徳陽を平らげ泰極を建っ｣
の一文であるO『後漢書』孝霊帝紀八 ･中平六 (189)年条に､
八月戊辰の日､中常侍の張譲 ･段珪等が大将軍何進を殺したため､虎資中郎将
の蓑術は東西宮を焼き､諸々の宵宮が攻撃した｡庚午の日､張譲 ･段珪等は少帝
および陳留王を脅して北宮の徳陽殿に行幸させた｡何進の部曲将の呉匡と車騎将
軍の何苗は朱雀の閣下で戦い､苗はされを破 り斬った｡
八月戊辰､中常侍張譲 ･段珪等殺大将軍何進､於暴虎貴中郎絡哀術焼東西宮､
攻諸富者｡庚午､張譲 ･段珪等幼少帝及陳留王事北宮徳陽殿｡何進部曲絡呉匡輿車
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騎将軍何苗戦於朱雀閣下､苗敗斬之｡
とあるごとく､徳陽殿は北宮にあり､朱雀門はその南門であるO『続漢書』百官志二
･衛尉条には､
宮液門は門ごとに司馬一入を置く｡ 比千石｡本注に日く､南宮の南屯司馬は平
城門を主る｡宮門蒼龍司馬右耳東門を主るo玄武司馬は玄武門を主る｡北屯司馬は
北門を主る｡北宮の朱爵司馬は南液門を主る｡克明司馬は東門を主る｡朔平司馬
は北門を主る｡凡て七門ある｡
宮液門､毎門司馬一入､比千石｡本注目､南宮南屯司馬､主平城門｡宮門蒼龍
司馬､主東門｡玄武司馬､主玄武門｡北屯司馬､主北門｡北宮朱爵司馬､主南液門｡
東明司馬､主東門｡朔平司馬､主北門｡凡七門｡
とあり､また梁の劉昭の注に ｢古今注に日く､永平二 (59)年十一月､初めて北宮に
朱爵南司馬門を作ると｡ (古今注目､永平二年十一月､初作北宮朱爵南司馬門O)｣とあ
るように､後漠の洛陽の南北宮には合わせて七っの門があったが､朱雀門は北宮の南
門であった｡すなわち､上記の曹格の文は､曹魂の太極殿と問関門が､漠の北宮の徳
陽撃とその南門である朱雀門の場所に建てられたことを明示した史料と理解できるの
である｡
ところで､『文館詞林』は唐の許敬宗が編纂した一千巻の文集であるが､中国では
早くに滅び､日本の高野山などに部分的な抄本が伝わるのみであったため､一般に普
及することは遅く､1969年に日本の古典研究会が出版した 『影弘仁本文館詞林』によ
って初めて広く利用されるようになった｡曹樽の ｢穀郵城故殿令｣ は 『文館詞林』以
外の文献には収録されていなかったため､これが史料として都城史研究者の目に止ま
ることも遅くなったものと思われる｡目下筆者の知るところでは､日本では渡辺信一
郎氏が二〇〇〇年の論文で､中国では銭国祥氏が前掲の二〇〇二年と二〇〇三年の論
文で太極殿の漠北宮所在説を唱える-根拠とされたのが畷矢と思われる 価 O 近年で
は安田二郎氏が改めて渡辺氏や曹氏の説に基づく議論を展開されており(17)､筆者も
かつて同様にこの史料を用いたことがある(i8)0
しかし､いま改めてこの間題を考えるにあたり､筆者は安田二郎氏の論文を介して
『曹植集校注』を編まれた逮幼文民の説を知り､上記の史料をもって漠北宮所在説の
根拠とすることに疑問をもつようになった｡逮幼文民の説は ｢平穏陽而建泰極｣の一
句に付された注釈で述べられているが 潮､それによれば､曹魂の明帝が大々的に洛
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陽宮を造営し､昭陽殿や太極殿を建設したのは青龍三 (235)年のことであるが､曹
樽が郵城に封じられたのは黄初三 (222)年のことであり､その間十三年の差がある｡
しかも曹植は太和六 (232)年になくなっているから､明帝の太極殿建設のことは知
り得るはずがない｡このことからすれば､ここでいう泰極とは文帝が建てた宮殿のこ
とで､明帝の太極殿を指すのではない､というのである｡
安田氏は逮氏の説を批判し､｢該 『令』の専らの主旨はあくまでも故殿を穀したこ
とにあり､新殿の建築には及んでいないことから｣(19頁)､上記史料の問題の箇所は
｢現に大塊の都洛陽では､問関門を樹てるために後漢王朝の朱雀門あとを地均しし､
泰極殿を建てるべく徳陽殿の跡地を更地にしているが､何ひとつ崇りなどないではな
▼
いか｣(7頁)と理解すべきであるとし､むしろこの史料は ｢黄初三､四年の時点で､
後漢洛陽宮城の北宮あとに曹魂宮城を建設する全体的プランが､基本のコンセプ トを
はじめとして建立すべき宮殿 ･門閥の名称と配置にわたって既に策定されていたこと
を確認させてくれる｣(7頁)と理解する｡曹魂明帝の宮殿建設は､曹操 ･文帝期に定
められたプランを忠実に実行したものであるというのが､安田氏の力説するところで
ある｡
一方､銭氏はこの問題について､曹格の文章が明帝の太極殿建設より早いことから､
必ずしも完全に太極殿と問関門が漢の徳陽殿と朱雀門の跡に建てられたことを証明し
ないが､すでに曹格が大体において建設のプランを了解していたことを示すと､安田
氏と似た見解を示している (20)0
しかしながら､曹格の文章は単に将来のプランを述べただけのものなのだろうか｡
ここで曹柊は明らかに郵城の故殿を壊すうえで何の崇りもあり得ないことの明らかな
証拠としてあげているのであって､単にプランを述べたのでは意味がない｡また安田
氏のように､建物を造るために更地にしただけと理解するのも文面からは無理がある
ように思われる｡令の目的が故殿を壊して新しい殿舎を建てることにあることからす
れば､具体的に故殿を壊して新殿を建てた事例を挙げなくては説得力をもたないであ
ろう｡よって筆者はやはり文面のとおり､｢朱雀門を壊して 『問閤』を建て､徳陽殿
を壊して 『泰極』を建てた｣と理解したい｡
問題はここでいう ｢開聞｣と ｢泰極｣を直ちに固有名詞としての開園門と太極殿に
理解すべきかどうかである｡ 逮氏が指摘するように､曹植がはじめ郵城侯に封じられ
たのは黄初二 (221)年のことであり､黄初三 (222)年には郵城王となり邑二千五百
戸を封じられ､黄初四 (223)年には薙丘王に改封されている｡ 上記の令はこの頃の
ものであるく2°｡一方､明帝の太極殿建設が青龍三 (235)年のことであることは動か
ず､それ以前に太極殿や問関門の建設が準備されていたとする史料は存在しない｡文
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帝時代にすでに太極殿と閲関門の建設が予定されていたとする安田氏の説も令中の
｢開聞｣と ｢泰極｣を固有名詞と理解して初めて成り立っ議論である0
しかし､｢開聞｣と ｢泰極｣は果たして固有名詞であろうか｡例えば､『文選』巻二
に載せられた張衡の ｢西京賦｣に､漢の長安の末央宮とその宮門を論じて ｢紫宮を末
央に正し､峻関を開聞に表す｡(正紫宮於未央､表暁閑於閣聞｡)｣とあり､呉の静綜の
注に ｢天に紫微官あり､王者はこれを象る｡ 紫微官の門名は開聞という｡(天有紫微
官､王者象之｡紫微官門名目開聞｡)｣とあるように､紫宮は天の中心である紫微官で
あって泰極に同じであり､開聞は紫微官の門名であれば､泰極 ･開聞は王者の宮殿と
その門名の代名詞に他ならない｡すなわち曹植の令は ｢朱雀門を壊して新たに魂の宮
門を築き､徳陽殿を壊して魂の宮殿を建てた｣といっているに過ぎないのであって､
逮氏がいうように､明帝の太極殿 ･問関門とは別物と見なすのがよいのである｡
であれば､曹植のいう ｢泰極｣と ｢開聞 ｣は具体的にどの建物を示すのであろうか｡与
筆者は北宮の建始殿と承明門を指すと考える｡建始殿は曹操が建てたものであるが(2)､
最初に引用した裳松之注に見られるごとく､文帝の時にはこれを正殿として用いてい
た｡同様のことは 『三国志』巻十六 ･王朗伝に引く王朗の上疏にも ｢今､建始殿の前
庭は朝会を列するに足ります｡(今昔建始之前足用列朝倉｡)｣とある｡ 文帝の時代､｢泰
極｣と称するに足るのはこの宮殿を措いて他にない｡承明門はその宮門として ｢問閣｣
に比せられるであろう｡｢泰極｣と ｢開聞｣もそのイメージが令の読み手に自ずと想
起されなければ意味がなく､曹植の令としてはむしろこれを先例として取りあげたと
考える方が適当である｡すなわち､朱雀門と徳陽殿の跡に築いたのは､闇間門と太極
殿ではなく､承明門と建始殿であったと考えるべきである｡
さらに ｢夷朱雀而樹開聞｣の一句にはもう一つの問題がある｡それは北魂開聞門の
発掘によって北魂の門閥の下に曹魂期の遺構があることは明らかになったものの､そ
の下に漢代の遺構は発見されていないことである｡
もし北魂の問関門が曹魂の問関門を継承し､曹魂の問関門が漢の朱雀門の跡に建て
られたとするならば､曹魂の遺構の下に漢代の遺構がなくてはならないと思われる｡
このように考えると､北魂の問間門遺虻の下にある魂晋期の門閥の遺構は魂晋の問間
門ではないか､あるいは反対に魂晋期の開聞門であってもそれは従来門閥がなかった
ところに新たに宮塔を破って作られたと考えるのが適当である｡そしていずれの可能
性を考えてみた場合にも､曹植の ｢魂曹植穀郵城故殿令｣は､明帝の太極殿や問閣内
の所在とは無関係の史料となるのである｡そしていま､この史料を上記のように認め
た場合､明帝の太極殿と問関門が漢の北宮に建てられたことを明確に示す史料は存在
しないといってよいのである｡
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四 魂晋洛陽と北魂洛陽の連続性について
以上のように､曹棟の ｢魂曹植穀郵城故殿令｣が明帝の太極殿の漠北宮所在説を証
明する根拠となりえないとすれば､その場合改めて問題となるのが､裳松之の注や鄭
道元の 『水経注』の記述の信頼性である｡
実は裳松之も鄭道元も決して文献のみによってこの説を構成したわけではない｡襲
松之については 『三国志』巻四 ･三少帝紀 ･斉王芳 ･景初三年二月条に ｢臣､松之は
昔､高祖劉裕の北伐に従軍して洛陽に至り､史跡を見学して歩いた｡明帝が作らせた
典論石は太学にまだ存在していたものの､太廟の門の外にはなかった｡諸々の長老に
尋ねたところ､晋は初め魂の太廟を用いたが､のちにその石を太学に移したのであっ
て､二箇所に建てたのではないという｡ しかし､思うにこの説は正しくない｡(臣松
之昔従征西至洛陽､歴観啓物､見輿論石在太学者尚存､而廟門外無之､問諸長老､云曹
初受縛､即用魂廟､移此着手太撃､非南廃立也｡霧謂此言為不然｡)｣とあるように､41
7年に劉裕が一時的に洛陽を回復した際､これに従軍して洛陽を訪れ､史跡を巡って
いるOしかもこのとき太極殿の基祉はまだ残っており､牝鶏の孝文帝が太和十六 (49
2)年二月に平城の太華殿を壊して太極殿を建設しようとした際のこととして､『親書』
巻九十一芸術 ･蒋少済伝に ｢後に平城では太廟 ･太極殿を建設しようとし､蒋少源を
早馬に乗せて洛陽に送り､魂晋の基蝕を測らせたO(後於平城絡督太廟 ･太極殿､遣少
添乗樽詣洛､量準魂曹基虻｡)｣とあるように､蒋少薪を洛陽に派遣してその基蝕を測
らせている｡このことからすれば､嚢松之も実際にこれを目にしたに違いない｡その
上で襲松之は諸々の文献に基づいて明帝の太極殿が漢の南宮に建てられたことを記し
ているのであるO
鄭道元もまた北魂の洛陽遷都後に河南声まで務めた入物であって､洛陽の史跡に精
通していたことは､例えば 『水経注』洛水条に ｢栄の左は魂晋の故廟の地である｡今
は悉く民居となり､もう遺構はないo(渠左是魂曹故廟地､今悉民居､無復遺塘也｡)｣
などと述べていることからもわかる｡このような裳松之や鄭道元が､漢の南宮と魂晋
の南宮が仮に別物であったとしても､それを単純に混同するような過ちを犯すとは思
えない｡にもかかわらず､両者がともに南宮に築かれたと明記しているのはどういう
ことであろうか｡
もっとも､『水経注』の場合､裳松之の注に ｢漠南宮｣ とあるのとは異なって ｢洛
陽南宮｣と書いてあるので､これを近年の研究者が論じているように､漠の北宮跡に
築いた宮城の南部分と解釈すれば問題は解決する｡しかし､同じ洛水条に ｢宣陽門の
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東は洛陽池の所である｡池の東はかつての平城門の所在である｡今は塞がれている｡
北は洛陽の南宮に対する｡(門左即洛陽池廃也､池東､奮平城門所在桑｡今塞｡北封洛
陽南 宮 ｡)｣とあるのは明らかに漢の南宮を指している｡さらに ｢『漢官典職』に候師
は洛陽から離れること四十五里､朱雀閑を望むに､その上は欝然として天と連なると
いい､その高峻なることは明らかである｡また 『洛陽故宮名』に朱雀閑 ･白虎閑 ･蒼
龍閑 弓ヒ閑があり､これらは南宮の閑である｡ (『漢官典職』髄節去洛四十五里､望朱
雀閑､其上密然輿天連､是明峻極桑｡『洛陽故宮名』有朱雀閑 ･白虎閑･蒼龍閑 ･北開､
南宮閑也｡)｣とあるのも漢の南宮をいうものであり(23)､『水経注』洛水条にいう ｢南
宮｣は明らかに漢の南宮を指すのである｡このことを踏まえた上で改めて問題の史料
を引用すれば､
魂の明帝は洛陽の ｢南宮｣を天の太極に象り､太極殿を漢の崇徳殿の政所に築
き､矩門を改め問関門としたO昔､漢の世では､洛陽の宮殿の門題の多くは大家
で書かれており察邑らの諸子の書といわれている｡董卓が洛陽の宮殿を焼いたの
ち､魂の太祖曹操は荊州を平定したが､その際に降服した漢の吏部尚書の安定の
梁鵠 (字は孟皇)は､師宜官の八分体の書法に熟達していたので､太祖のために
書に勤めることで死を購った｡太祖はその書法を善しとし､常に帳の中に懸けて
おいて愛翫し､師宜官の書に勝ると思っていた｡｢北宮｣の傍題は､みな梁鴇の
筆である｡｢南宮｣が建てられると､明帝は侍中の京兆の葦誕に古家でもってこ
れを書かせた｡
魂明帝上法太極干洛陽南宮､起太極殿干漢崇徳殿之改廃､改維門馬問関門｡昔在
漢世､洛陽宮殿門題､多是大家､言是察邑諸子｡自董卓焚宮殿､魂太祖平荊州､漢
吏部尚書安定梁孟豊､善師宜官八分鰻､求以購死｡太祖善其法､常仰繋帳中､愛翫
之､以盛勝宜官｡北宮捧題､威是鵠肇O南宮既建､明帝令侍中京兆葦誕以青家書之｡
とあり､問題の箇所に続けてさらに ｢北宮｣｢南宮｣の記述が見えるが､上述のごと
くこれらを漢の ｢北宮｣｢南宮｣ と解して支障はなく､むしろ文脈からしてそのよう
に読むべきである｡ そして､そうであるとすれば､この史料にははっきりと曹魂の明
帝が漢の南宮を再建したことが記されているのである｡
以上のことから考えると､上述の漢の ｢南宮｣と魂晋の ｢南宮｣が混同されたとす
る説は､あまりに安易に裳松之や鄭道元の記述の信頼性を否定したものであり､十分
な史料批判に基づく議論とはいえない｡それどころかむしろ 『東経注』の記事によれ
ば､明帝が漢の南宮を再建したことが明かであり､漢の南宮に太極殿を築いたとする
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記事はこれと十分な整合性をもっている｡すなわち､裳松之や鄭道元の記述の信頼性
は極めて高いといわねばならないのである｡
さて､すでに述べたように､近年の研究では北魂の宮殿配置を曹魂期にまで遡らせ
る考え方が有力であるが､果たして魂晋と牝鶏の洛陽の間にはどれほどの連続性があ
るのだろうか｡
孝文帝が洛陽に遷都したのは平城にその二年後の太和十八 (494)年のことである｡
『洛陽伽藍記』序に ｢太和十七 (493)年､孝文帝は洛陽に遷都し､司空公の穆亮に
命 じて宮室を造営させた｡洛陽の城門は魂晋の啓名のままとした｡(太和十七年､高
祖遷都洛陽｡詔司空公穆亮営造宮室｡洛陽城門､依魂普啓名｡)｣とあるように､孝文帝
自身は洛陽の宮殿建設にはほとんど着手せず､基本的には幾晋の洛陽城をそのまま継
承し､自らは天城西北隅の金塘城に居住した｡洛陽遷都の孝文帝は南朝征服に精力を
傾けており､宮殿建設を喫緊の課題としていなかったためである｡
しかし､孝文帝の死後､皇位を継承し本格的な洛陽城建設に着手した宣武帝は､本
格的に洛陽城の建設に取り組み､有名な東西二十里､南北十五里の外郭城を建設した｡
その際に壷武帝は､根本部分で魂晋の洛陽城に新たな設計を持ちこんだと考えられる｡
その一つは､囲丘を伊水の陽に移したことであるoはじめ孝文帝は曹魂の明帝になら
って 委栗山に囲丘を築いたが､宣武帝は景明二 (501)年の十一月に囲丘を伊水の陽
に移築した｡これに前後して外郭城や太極殿を建設している｡
そしてこれとかかわってもう一つの重要な点は､宣陽門も移築されたことである｡
先に引いた 『水経注』の記事に､
穀水はまた東に向かい､宣陽門の南を経る｡故の小苑門である｡洛陽に遷洛し
てから､移してここに置き､問関門と対置させ､南は真っ直ぐ洛水の浮橋に至る
ようにした｡
穀水又東､蓬宣陽門南､故小苑門也｡皇都遷渚､移置干此､封閣関門､南直洛
水浮桁｡
とあり､牝鶏は洛陽遷都後に宣陽門を問関門と対置するように移築しているのである｡
これによって太極殿-問関門-宣陽門一洛水浮橋一囲丘は一直線に並ぶことになった
のであり､恐らく太極殿や囲丘の建設と一連の工事として宣武帝時代におこなわれた
と考えるのが適当であろうO
このように北魂では､太極殿と囲丘を結ぶ都城の中軸線が形成されたのであるが､
このように中軸線が整序されたのは北魂の時代であって､それ以前に遡るものではな
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い｡見方を変えるならば､魂晋期にはまだ中軸線に対する執着がそれほど強いもので
あったとは思われない｡北魂の宮殿配置はこの中軸線に沿ったものであるから､これ
を魂晋の宮殿配置にあまり強く反映させて考えるべきではないのである｡
一方､上記で述べたように､北魂の問関門の前身に何らかの魂晋期の建築があった
ことは明らかであるし､また西晋の南宮が宣陽門内にあったという郭湖生民の議論は
かなりの説得力をもつ (24)｡上記の 『水経注』の記事も､問関門については旧来のも
のをそのまま北魂が継承したと読むことが可能である｡同じく『水経注』洛水条に ｢渠
水はまた枝分れし､路を爽んで南に流れ､太尉 ･司徒の両坊の間を経る｡これを銅駄
街という｡旧くは魂の明帝が銅舵の諸獣を問閤南街に置いたのである0(渠水文枝分､
爽路南出､蓬太尉 ･司徒爾坊間､謂之銅舵街｡啓幾明帝置銅舵諸獣手間閣南街｡)｣とあ
ることからすれば､牝鶏の問関門は明帝の時代に遡ると考えることもできるOまた ｢渠
水は銅舵街の東から司馬門の南を経る｡魂の明帝は始め閑を築こうとし､崩れ､数百
人が圧殺さため､二度と築かれることはなかった｡故に閑がないのである｡ ほ 銅舵
街東､蓬司馬門南｡魂明帝始築閑､巌､燈殺数百人､遂不復築O故無閑｡)｣とあり､問
関門の東の司馬門も明帝時代に築かれたことを示している｡以上のことは漢北宮所産
説の有力な傍証となりえるかも知れないo
しかし､明帝の洛陽建設は多方面にわたるものであったから､上述の建築を直ちに
明帝が青龍三 (235)年に築いたところの太極殿や問関門に結びつけてよいかどうか
は疑問である｡ 『水経注』の洛陽城に関する記事は､基本的には当時の渠水に沿って
建築物を紹介し､その由来を辿るという記述になっているため､当然牝鶏が継承した
部分の記述が多く残り､継承しなかった部分の記述は疎かになるo北魂の問関門や司
馬門が明帝にゆかりがあるからといってそれがそのまま曹魂の問関門であったかはな
お疑う余地があろう｡いま可能性として高いのは晋の南宮と太極殿が宣陽門内にあっ
たということであるから､我々は魂晋の間に太極殿の所在に何らかの改変があった可
能性-すなわち南宮から北宮に移された可能性-も考えていく必要がある｡
因みに､『三国志』巻九曹菓伝附爽伝に ｢大司農の沖国の桓範はクーデタ-を聞く
と､太后の召集に応じず､偽の詔で平昌門を開き､剣や戟を抜き取り､門候を従え､
南の曹爽のもと-奔った｡(大司農挿図桓範閲兵起､不慮太后召､矯詔開平昌門､抜取
剣戟､略将門候､南奔爽｡)｣とあることから､段鵬埼氏は曹魂の時代にはまだ漢の旧
南宮は機能していたと見る(25)｡西晋末の八三の乱あ渦中でも王鮒と劉聡は平昌門を
攻撃していた｡一方､北魂の時代になると､先に引用した 『水経注』洛水条に ｢池の
東はかつての平城門の所在である｡今は塞がれている｡(池東､奮平城門所在桑｡今塞｡)｣
とあるように塞がれてしまうのは､南宮が完全さこその機能を喪失したことと関係があ
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ろう｡このように魂晋と北魂の間でも洛陽城の機能には変化があり､洛陽の宮城が二
宮制から一宮制-と完全に移行したのは牝鶏時代とすべきであって､ーこの点から見て
も北魂の宮城配置を直ちに魂晋に遡らせることには慎重でなくてほならないのであ
る｡
おわりに
以上､曹魂明帝の太極殿の所在をめぐって､やや迂遠な考察を重ねてきたが､もと
もと当初の目的は､洛陽の建設をめぐる明帝と高堂隆の立場を比較して論ずることに
あった｡それは明帝の宮殿建設をめぐる近年の研究動向にひとつの疑問を感じるため
である._∫
明帝 の 宮殿建設については､近年､太極殿の建設などをもって魂晋以降の新しい宮
城のプランの端緒とする評価が高まっている (26)｡これは従来賓惨と決めつけられて
きた明帝の宮殿建設の評価を大きく転換するものである｡しかし､明帝の宮殿建設そ
れ自体に本当に新しい宮城のプランというようなものがあったかどうか筆者には疑問
に思える｡
その際､どうしても避けて通れないのが､明帝が築いた太極殿の所在をめぐる問題
である｡つまり､今日有力な説となっているように､明帝の太極殿が漠の北宮にあっ
たとすれば､古代都城プランの二宮制から-官制-の発展の中で､その建設が画期的
な意味をもったことになるが､果たしてそのように断定してよいものだろうかoむし
ろ筆者は､近年の研究傾向とは反対に､曹魂明帝の太極殿は漢の南宮に築かれたと考
えるのである｡
最後に､本稿で考察した課題を簡単に整理すれば､以下のようになる｡
1.曹樽の ｢魂曹植穀郵城故殿令｣は､明帝の太極殿と開園門が漢の北宮にあったこ
とを証明する史料とはなりえない｡
2.裳松之も鄭道元も実際に洛陽の史跡を見ており､史料としての信頼性は高い｡
3.北親閲関門が魂晋の営門を継承していることは認められるにしても､直ちにそれ
をもって明帝の問関門と断定することはできない0
4.太極殿を含む曹魂の宮殿配置を考えるには､曹魂 ･西晋 弓ヒ魂の間の洛陽城の連
続性をさらに検証する必要がある｡
5.太極殿のみに焦点を当てるのではなく､明帝の宮殿建設の全体像を明らかにする
ことが必要がある｡
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なかでも筆者は､5に挙げたように､明帝の宮殿建設全体を論ずるなかで改めて太
極殿の位置づけを論ずることが重要であると考える｡従来の研究ではややもすると太
極殿に焦点が当た りすぎ､明帝の宮殿建設の全体像が論じられていないように思われ
る｡ そもそも明帝が様々に取 り組んだ宮殿建設の中で､果たして彼が殊更に太極殿を
中核に据えるような意識をもっていたかどうかは疑問である｡ 本稿はその前段階とし
ての太極殿の所在をめぐる研究整理に終わったが､この間題は改めて次稿で取 り組む
こととして､本稿はひとまずここで潤筆することにする｡
注
(1)中国科学院考古研究所洛陽工作隊 ｢漢魂洛陽城初歩勘査｣(原載 『考古』1974年4
期､杜金鵬 ･銭国祥主編 『漢魂洛陽城適地研究』科学出版社､北京､2007年､506-519
頁､所収)0
(2)曹樽のこの詩は､『三国志』巻十九陳思王権伝の襲松之注に引く 『魂氏春秋』およ
び 『文選』巻二十四に ｢贈白馬王彪｣として載せられている｡
(3)郭湖生 ｢魂晋南北朝至階唐宮室制度沿革兼論日本平城宮的宮室制度｣(山田慶見編
『中国古代科学史論 続篇』京都大学人文科学研究所､1981年､753-805頁)｡
(4)『晋書』巻五十九趨王倫伝に ｢倫又矯詔開門夜入､陳兵道南､遣喝寧校尉 ･牽王同
格三部司馬百人､排閣而入｡華林令藤林島内鹿､迎帝車乗堂｡遂廃質后為庶人､幽之
干建始殿｡｣とあるO
(5)賀業錐 『中国古代城市規画史』新華書店､北京､1996年､45仁452頁｡
(6)銭国祥 ｢漢魂洛陽故城沿革与形制演変初探｣(原載 『21世紀中国考古学与世界考古
学』中国社会科学出版社､2002年､前掲 『漠貌洛陽城適地研究』､396-411頁､所収)0
(7)同記事は 『文選』巻二十四 ｢贈白馬王彪｣に対する唐の李善注にも引用されてい
る｡
(8)李久呂 『国家､空間与社会一古代洛陽都城空間演変研究』三秦出版社､西安､200
7年､253頁｡
(9)『文選』張平子 ｢東京賦｣の ｢乃新崇徳､遂作徳陽｣に対する呉の辞綜の注に ｢崇
徳 ･徳陽､皆殿名也｡崇徳在東､穂陽在西､相去五十歩｡｣とある｡徳陽殿が北宮にあ
ったことは 『後漢書』に明証があるから､この史料は崇徳殿が北宮にあったことを示
唆する｡
(10)銭国祥 ｢由問関門談漠魂洛陽城宮城形制｣(原載 『考古』2003年7期､前掲 『漠魂
洛陽城遠沈研究』所収)､420頁｡
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(ll)前掲 ｢漢魂洛陽城初歩勘査｣｡
(12)中国社会科学院考古研究所洛陽漢魂故城隊 ｢河南洛陽漠魂故城北魂宮城閣間門遺
祉｣(原載 『考古』2003年7期､前掲 『漢魂洛陽城遺祉研究』､685-713頁､所収)｡また
近年の漢魂洛陽城の発掘成果を紹介したものに､郭暁涛 (江川式部訳)｢漢魂洛陽故城
の考古発掘と研究の新たな進展｣(『明大アジア史論集』12号､2008年)がある｡
(13)前掲銭氏 ｢由閣間門談漢魂洛陽城宮城形制｣､420頁｡
(14)ただし､`段鵬碕 『漢魂洛陽故城』(文物出版社､北京､2009年)､82-83頁では､北
魂太極殿遺虻と魂晋期の太極殿に関係があるかどうかはなお明らかでないとして慎重
な態度をとっている｡
(15)羅国威整理 『日戒弘仁本文館詞林校証』中華書局､北京､2001年｡
(16)前掲銭氏 ｢漢魂洛陽故城沿革与形制演変初探｣および ｢由閣間門談漠魂洛陽城宮
城形制｣｡渡辺信一郎 ｢宮閑と固林-3-6世紀世紀中国における皇帝権力の空間構成-｣
(原載 『考古学研究』47巻2号､2000年､『中国古代の王権と天下秩序一 日中比較の視
点から-』校倉書房､2003年､146-180頁､所収)0
(17)安田二郎 ｢曹魂明帝の ｢宮室修治｣をめぐって｣(『東方学』111輯､2006年)0
(18)拙稿 ｢北魂洛陽の形成と空間配置一外郭と中軸線を中心に-｣(『大阪市立大学東
洋史論叢』別冊特集号､2005年)｡
(19)趨幼文校注 『曹植集校注』人民文学出版社､北京､1998年､250頁｡
(20)前掲銭氏 ｢由閣間門談漢魂洛陽城宮城形制｣､420頁｡
(21)『文選』巻二十四 ｢贈白馬王彪｣の ｢謁帝承明度､逝格蹄奮垂｡｣に対する唐の李
善の注に ｢時植錐薙丘､鵜居郵城｡｣とある｡ただし､『三国志』巻十九陳留王伝には
｢六年､帝東征､還過薙丘､幸植宮､増戸五百｡｣とあり､この時には薙丘に移ってい
た｡
(22)『三国志』巻一武帝紀建安二十五年番正月条の裳松之注に ｢世語日､太祖自藻草至
洛陽､起建始殿､伐濯龍両面樹血出｡｣とある｡
(23)『続漢書』百官志二に ｢南宮南屯司馬､主平城門｡宮門蒼龍司馬､主東門｡玄武司
馬､主玄武門｡北屯司馬､主北門｡｣とあり､劉昭注に ｢案錐陽宮門名馬蒼龍開門｡｣
とある｡
(24).『水経注』洛水条によれば､南宮内にも宣陽門があったが､これは宣陽氷室の門で
あり､『晋書』にいう宣陽門は大城の門を指すと考えてよいであろう｡
(25)前掲段氏 『漠魂洛陽故城』､64頁｡
(26)上記で紹介した議論の他に､明帝の太極殿建設を論じた近年の研究として､吉田
歓 ｢漢魂宮城中枢部の展開｣(原載 『古代文化』52巻4号､2000年､『日中宮城の比較研
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究』吉川弘文館､2002年､18-54頁､所収)がある｡
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曹魂太極殿の所在について (佐川)
図 Ⅰ 漠魂洛陽城平面実測図
(『漢魂洛陽城遠地研究』507頁)
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図Ⅱ 後漠雄陽城平面概念図
(王仲殊 『漢代考古学概説』中華書局､1984年､18頁)
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曹魂太極殿の所在について (佐川)
図Ⅲ 宮城平面図
(『漢魂洛陽城適地研究』513頁)
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図Ⅳ 開園門遺地平面､断面実測図
(『漢魂洛陽城適地研究』690頁)
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-西 図Ⅴ 門地と閑台の三期補修使用遺跡
関係示意図
(『漢魂洛陽城遺祉研究』697頁)
1.3号院東側の版築塔の補修状況
2.城門基礎北側の壁面の補修状況
･-南 3.東関基礎周縁部の補修状況
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